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代表企業：株式会社東急コミュニティー 
構成企業：特定非営利活動法人国際自然大学校 

 

 

 

 

神奈川県立愛川ふれあいの村 

指定管理者 

事 業 計 画 書 

 

団体名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 
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団 体 の 概 要 
（令和２年１月現在） 

ふ り が な 

団 体 名 

とくていひえいりかつどうほうじん こくさいしぜんだいがっこう 

特定非営利活動法人 国際自然大学校 

所 在 地 
〒201-0004 

東京都狛江市岩戸北四丁目 17番 11号 
電話番号 03-3489-6582 

代 表 者 理事長 佐藤 初雄 ＦＡＸ 03-3489-6921 

設立年月日 1983年 4月 6日 

沿  革 

1983年 国際自然大学校設立 

1984年 子供体験教室開設（子どもの事業）、指導者養成開始（指導者の事業） 

1985年 アウトフィッターコース開始 

1987年 実習所開設（指導者の事業） 

1993年 国際自然大学校日野春校開設 

1999年 にいはる自然学校 受託運営開始（2011年度まで） 

2000年 特定非営利活動法人 認証 

2003年 日光霧降校開設 

2006年 公の野外活動施設の指定管理者としての運営開始 

2010年 沖縄校 開設 

2012年 横浜校 開設 

2013年 埼玉校・福岡校 開設 

2015年 京都校 開設、公の野外活動施設の PFI事業開始 

2016年 青山オフィス・神戸校・大阪準備校・大津校 開設 

2018年 東京校・日光霧降校・横浜校・埼玉校を統合して本校へ名称変更 

 京都校・神戸校・大阪校・大津校を統合して関西校へ名称変更、芦屋オフィス

開設 

業務内容 

（1）自然体験活動等に関する旅行業 

（2）自然体験活動等の指導者の育成事業 

（3）自然体験活動等に関する情報提供事業 

（4）自然体験活動等に関する調査研究事業 

（5）自然体験活動等に関する政策提言活動 

（6）自然体験活動等に関する受託事業 

（7）自然体験活動等の調査研究に関する書籍の卸・販売事業 

（8）自然体験活動等の教材の卸・販売事業 

（9）自然体験活動等に関する施設の管理及び運営 

主な実績 
・自然体験活動の企画運営事業 223,761千円 

・自然体験活動に関する公の施設の管理運営事業 449,832 千円 

財政状況 年  度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

総 収 入 519,953千円 538,781千円 689,154千円 

総 支 出 519,444千円 537,463千円 691,694千円 

当期損益 508千円 1,318千円 △2,540千円 

累積損益 20,262千円 23,301千円 19,246千円 

応募に関する担当連絡先 

ふ り が な 

氏  名 部署・職名 

電話番号 ファクシミリ 電子メール 

 

（過去３年間に 

ついて記入して 

ください） 
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神奈川県立愛川ふれあいの村 指定管理者 
事 業 計 画 書 

応募グループ名 ： 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

 

目  次 

番号  内    容 ページ 

Ⅰ.サービスの向上について 

1 
指定管理業務を行うにあたっての考え方、運営方針等 

（1）指定管理者としての基本方針等 
5～9 

2 
施設の維持管理 

（1）施設及び設備の維持管理に関する業務 
10～18 

3 

利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1）自然体験活動事業の実施方針及び学校教育における自然体験活動の推進 

（2）サービス向上や利用促進のための取組及び利用料金 

19～34 

4 
事故防止等安全管理 

（1）日常の安全管理及び緊急時の対応 
35～39 

5 
地域と連携した魅力ある施設づくり 

（1）地域との協力体制の構築等 
40～42 

Ⅱ.管理経費の節減について 

6 節減努力等 （※記載不要） 43 

Ⅲ.団体の業務遂行能力について 

7 
人的な能力、執行体制 

（1）人員配置及び業務委託の方針等 
44～50 

８ 財政的な能力 （※記載不要） 51 

9 

コンプライアンス、社会貢献 

（1）諸規程の整備 

（2）環境への配慮 

（3）障がい者等への配慮 

52～63 

10 

事故・不祥事への対応、個人情報保護 

（1）事故・不祥事への対応 

（2）個人情報保護 

64～67 

11 

これまでの実績 

（1）指定管理施設と類似の業務を行う施設等での管理実績の状況 

（2）神奈川県又は他の自治体における指定取消しの有無 

68～70 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●新たな課題に対しての対応 

・前ページでの実績がある一方で、新たな課題への対応が必要となります。 

・課題を踏まえた取組を実施することで、コンセプトのさらなる実現を目指します。 

  【課題に対する対応（アプローチ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●専門性を有した共同事業体の組成 

・基本方針を達成するため、当グループは現在に引き続き専門性を有した共同事業体を組成します。 

・代表団体東急コミュニティーは約 110 件の指定管理者実績（業務委託含む）があり、建物運営管理のスペシャ

リストです。 

・構成団体国際自然大学校は、本施設に類似する青少年教育施設を 10 施設の指定管理者実績（業務委託

含む）があり、自然体験活動を企画運営するスペシャリストです。 

・今後も各団体の強みを活かし、指定管理者として運営を行います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・東急コミュニティーは昭和 45 年の創業当時、 

マンション管理からはじまりました。 

・現在はマンションやビルだけでなく、大型商業施設

やホテル、教育施設など多様な建物の管理運営に

携わることで総合力を備えてきました。 

・指定管理者制度の実績としては、約 110 件以上

の実績がございます。（業務委託含む） 

 

・国際自然大学校は、昭和58年（1983年）の

設立以来 36 年間、自然体験活動を通した教育

活動を企画・運営している団体です。 

・「感じ・考え・行動する」という体験学習サイクルを

回すことで、課題解決能力や、コミュニケーション能

力などの生きる力を育みます。 

・幼児から大人まで幅広い年齢層に自然体験活動

を提供しています。 

 

 

埼玉県立名栗げんきプラザ 葛飾区立日光林間学園 埼玉県立神川げんきプラザ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

■事例②：グラウンドの芝管理の見直し 

 

 

 

 

 

 

●樹木管理・除草 4 ： 今後の植栽管理について 

・これまで施設の物理的課題である、建物・設備の経年劣化、樹木管理・環境リスクへの対応は、現メンバーの持つ

スキルで自前、自作作業で高コストパフォーマンスを実現してきました。 

・今後も、施設を良く知る当社の経験、スキル、ノウハウを活かして適切な管理を行います。 

●清掃・美化 1 ： 本施設における清掃・美化の意義 

・本施設は青少年教育施設です。そのため、利用者には「施設をきれいに使ってもらう 

こと」「使用後は清掃をすること（宿泊棟）」を指導しています。 

・利用者の方々に施設使用時の美化への意識を持っていただくためには、施設がきれい 

であることが重要です。管理棟・かわせみ棟の共用部や、野外活動エリア・グラウンドのト 

イレ等、ポイントを絞って清掃を実施します。 

●清掃・美化２ ： 清潔な状態を保つための取り組み 

・17 年度より宿泊棟トイレにトイレマジックリン（除菌）を常置、19 年度よりトイレ除菌シートを増設しました。 

利用者が使用・清掃することで清潔な状態を保つことが出来ました。 

・今までは臭い・汚いが当たり前であったアンケートでも『きれい』と評価されるほど改善しました。 

●清掃・美化３ ：従業員によるマットレス清掃  

・閑散期中、ベッドのマットレスを従業員らで清掃しています。直近では、2020 年 1 月 

17 日に実施しました。 

・ダニの発生リスクのある寝具については、今後も定期的な清掃を行い、清潔で快適な 

状態で利用者を迎え入れる準備をしていきます。 

背景 
・近年の害獣（イノシシ）による表土掘り起し被害は電気柵で対応できたが、砂を撒くだけの 

メンテナンスであったため、荒れ（芝）草が剥げ放題 

実施内容 

・17 年度から 2 年間、毎年黒土を 20 トン入れ、（芝）草の繁茂を確認 

・20 年度は赤土を入れ表土流失を抑え、サッカー用コート 3 面全面を（芝）草でカバー 

・外周の桜の老齢化をドローン画像と樹木医診断により天狗巣病枝、枯死枝除去 

効果 
・飛躍的な美観向上に貢献し、利用者からも評価いただいた 

・樹勢の回復に努めグラウンド利用者に対するリスクヘッジに努める 

＜ロッジ清掃 風景＞ 

＜事例①：炭風呂 お知らせの掲示＞ 

＜マットレス清掃 風景＞ 

＜事例②：イノシシ避けの電気柵＞ ＜事例②：グラウンド管理の見直し＞ 


























